
一生のうちに、
犬は10頭に1頭が
腎臓病になると
いわれています。

腎臓病の早期発見に役立つ新しい検査をご紹介します。



腎機能の新しいバイオマーカー
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9.8ヵ月
早く

どれぐらい早く発見できるの ?

●IDEXX SDMA®は、犬では9.8カ月早く腎臓病を発見できる可能性が
あることが血清クレアチニンとの比較でわかっています。
早期に腎臓病を発見することで、腎臓を保護し病気の進行を効果的に
遅らせるケアを開始するタイミングを、適切に
判断することが可能になると考えられます。
腎臓病の診断は、ＳＤＭＡだけでなくその他の
指標も合わせて総合的に獣医師が行います。

慢性腎臓病と診断されたら？

●個々の病状に合わせて、食餌療法、投薬治療等を開始することにより、
病気の進行を遅らせることが期待できます。
より効果的なケアを行うためにも、早期診断が重要となります。



主に中年以降で発生が増加します。

はっきりした原因がわからないことが多く、
一度発症すると完治することはありません。

進行するにつれて正常に機能する腎組織が減少し、多くの場合、
かなり進行が進むまで明らかな症状があらわれません。
そのため発見が遅れることが
問題になります。
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慢性腎臓病ってどんな病気？


